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ɦ᧙リȏȓリテーǷȧン病院

ע ؏ に ݃ り ช い 、 ע ؏ と σ に
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医療連携室より

Ǣǯセス方法

Ū,4 ɦ᧙ᬜよりࢻഩᲯЎ

Ūǵンデンʩ通ᇦ߃ȐスͣよりࢻഩᲫЎ

ローソンᲥȝȗラ

ɶ׎電力
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ɦ᧙看護リȏȓリ
テーǷȧンఄܖ Ū

ᐱޛの田ᐱՓৎ

දॖ

の田方᩿からޛ

のӫ৵は

できまƤǜ。
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ɦ᧙リȏȓリテーǷȧン病院

病院
ᬟ៻ئ

ᬟ៻ئ入ӝ

メールでのご相談 ： renkei@shimoreha.jp
相談受付

TEL : 083-232-5811 月曜日～土曜日（日曜 ・祝祭日のぞく）

９ : ０ ０ ～ １ ７ : ０ ０

ɥ記以外のことでも ˴かお׉りごとǍご࣎ᣐなことがごƟいまいしたら、おൢ᠉に᳇Ｓ᳑までごႻᛩɦƞい。

　

当
院
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
終
息
し

て
い
な
い
中
、
引
き
続
き
面
会

制
限
を
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

家
族
や
外
部
関
係
者
の
来
院

時
に
は
、
受
付
時
の
検
温
・
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
も
毎
日
検
温
な

ど
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク
、
マ
ス
ク

今ׅは、ᅶたƪҔၲソーǷャルȯーカー

が患者家族と᩿接ƞƤていたƩく様子

についてごኰʼƞƤていたƩきます。

　今後も患者家族の

思いを݃りชっておᎥ

きし、入院ဃ活の不安を

ӕりᨊくなどݲしでも安࣎して

入院ဃ活を送っていたƩけ

るようҔၲᡲ携ܴ一ɺと

なってӕりኵǜで参ります。

着
用
、
必
要
時
に
応
じ
て
ゴ
ー

グ
ル
着
用
を
し
て
接
触
に
は
細

心
の
心
配
り
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

も
患
者
・
家
族
と
面
接
を
行
う

際
、
テ
ー
ブ
ル
に
設
置
し
て
い

る
飛
沫
防
止
シ
ー
ト
越
し
で
対

面
し
な
が
ら
接
触
に
注
意
を

払
っ
て
い
ま
す
。

　

退
院
に
向
け
て

外
部
関
係
者
と
連

携
を
行
う
際
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
を
利

用
し
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど

へ
面
談
の
同
席
や
退
院
前
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
の
実
施
な
ど
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
接

触
は
必
要
最
低
限
に
抑
え
る
よ

う
に
工
夫
し
、
安
心
し
て
退
院

後
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
し
た

地
域
で
お
暮
ら
し
の
家
族
は
、

来
院
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
ご

遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
患

者
は
病
気
や
ケ
ガ
に
罹
患
し
介

護
が
必
要
な
状
態
の
中
で
病
室

内
に
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
る

こ
と
で
内
向
的
に
な
る
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
。

　

家
族
と
直
接
会
え
な
い
こ
と

で
入
院
中
の
ス
ト
レ
ス
や
不
安

を
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
家
族
の
顔
を
見
な
が
ら

話
を
す
る
こ
と
で
気
持
ち
の
安

定
に
も
な
り
退
院
支
援
に
繋
ぐ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

遠
方
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
家
族
や
お
仕
事
が
忙
し
く
来

院
が
難
し
い
家
族
と
も
オ
ン
ラ

イ
ン
を
活
用
す
れ
ば
簡
単
に
面

談
等
を
行
な
う
こ
と
が
出
来
る

の
も
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

入院Э᩿ᛩ

患者家族と /S9 が᩿ᛩ

リȏȓリ᪴ࢌって᳸

表紙の写真　　 旅行の際に紅葉を見つけたので撮影しました。お気に入りの一枚です。

手には技術、頭には知識、患者様には愛を基本理念

2P　パーキンソン病にཎ҄したリȏȓリ

�P　いきいきͤࡍ᫾でのӕりኵǈ

�P ǷルȐーウィーǯᨂ᩿ܭ会

 ૟ᎊのଐの᫢事

�P 新型コロナウイルスと感染対策

�P PHSからiPhoneへ

 ˋԧͤࡍᅹܖٻܖオーȗンキャンパス

8P Ҕၲᡲ携ܴより

患者家族にඝった

臨ೞࣖ変な対ࣖを

ƞƤていたƩきます。 患者家族おʝいが

ॖ思確認、おൢਤƪを

ᛅしていたƩくことが

できました。

秋の風景

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー　

主
任　

上
野

純
子

対面しています！

オンラインの取り組み

私たちのモットー！！
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　パーキンソン病では໯ॖᜤɦで出

ྵするž手ឱの動かしにくƞſǍžƾ

るƑſž᧙ራのこǘƹりſž動作ዼॸſ

などによってᢃ動ೞ能ᨦܹがឪきま

す。この໯ॖᜤɦでᏯがദࠝと認ᜤ

してしまったᢃ動ೞ能ᨦܹを、ॖᜤ

ႎにžٻきな動作ſに̲ദすること

でᏯの認ᜤを変Ƒていくのです。

Ȥールの重ၐࡇЎ᫏とは៲˳

にྵれるၐཞǍଐࠝဃ活動作の不ᐯ

ဌƞを元にí᳸ñࡇのെ階でЎける

᩼ࠝにǘかりǍすい指೅です。

࢘院の .S8TᲧ$+) をӖけてい

たƩいた患者様のٶくはȤールの重

ၐࡇЎ᫏ï᳸ࡇðࡇの方々です。

UPDRS（7niHieF PaTMinUonÞ᳭  

&iUeaUe 4aVinI ScaNe）とはパーキ

ンソン病のወ一ƞれたᚸ̖ؕแで

ありᲮつのパートからなります。

៲˳ೞ能Ʃけではなくችᅕ᩿Ǎӳ

́ၐのᚸ̖もあるためȤールの重

ၐࡇЎ᫏よりもᛇኬなᚸ̖ができ

ます。また、点ૠが˯いǄどパー

キンソン病のၐཞが᠉ࡇという事

になります。

　このように࢘院で .S8T�$+) を

ӖけていたƩいた患者様はወ計ܖ

ႎにも有ॖに改ծがǈられていま

す。ɥ記の˂にもችᅕೞ能、ӳ́ၐ、

Ȑランス能力などすǂての᪮目で

もӷ様のኽௐとなっています。

ṼἣーἚ ᵏẅችᅕೞᏡểᘍѣẆ ൢЎ

ṼἣーἚ ᵐẅଐࠝဃ෇ѣ˺

ṼἣーἚ 3ẅᢃѣᚾ᬴

ṼἣーἚ ᵒẅ඙ၲỉӳ́ၐ

パーキンソン病にཎ҄したリȏȓリテーǷȧン

　ž手ឱの動かしにくƞſžƾる

Ƒſž᧙ራのこǘƹりſž動作ዼॸſ

などのၐཞをᅆすᡶ行ࣱの

ᅕኺᩊ病です。ଐஜでは

�0 ബ以ɥの 100 人に 1

人が፝患しているとᚕǘ

れています。

　この病ൢにかかるとžឱがЭ

に出ƣഩきにくいſž転ƼǍすいſ

žൢЎが୑れƣ、ǍるൢǍᐻԛが

出ないſなどଐࠝဃ活にૅᨦが

出てしまいます。ᡶ行ࣱのᩊ病

ですがᕤཋၲ法とᢃ動ၲ法でか

なりの改ծができる病ൢでもあ

ります。

　࢘院ではパーキンソン病にཎ҄したリȏȓリテーǷȧン（.S8TᲧ$+)）

を行っています。認ܭ᝻఍をਤったᲰ人のスタッフが個Кに対ࣖいたします。

　まƣはИ஖ᚸ̖を 1 ᡵ間、ᢃ動ၲ法は � ᡵ間Ʀしてஇኳᚸ̖を 1 ᡵ間

行います。ᢃ動ၲ法ɶの�ᡵ間はスタッフが必ƣ個Кで�0Ў（1ᡵ間の内、

� ଐᡲዓ）のݦᧉリȏȓリテーǷȧンを行います。

パーキンソン病とは

ᢃ動ၲ法はどǜなことするのᲹ

Ꮿの認ᜤを変ƑようᲛ

パーキンソン病のᚸ̖について（Ȥールの重ၐࡇЎ᫏と 7P&4S）

.S8T�$+) 認ၲܭ法ٟ

ᢒޛ ଢʂʼ

è入院஖間はᲰ᳸Ჲᡵ間をʖܭしています。

И஖ᚸ̖ இኳᚸ̖ᢃ動ၲ法

1 ᡵ 1 ᡵ� ᡵ

ᚸ̖・բᚮ

動ဒજࢨ

ᚸ̖

動ဒજࢨ

.S8T�$+) トȬーȋンǰ

（個КトȬーȋンǰ）

（௦）䛚ၥ䛔ྜ䜟䛫䚸 相談受付䛿䛣䛱䜙 ་⒪㐃ᦠᐊ TEL : 083-232-5811
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　ɦのǰラフは࢘院の .S8T�$+)

実施後の実ጚです。͌が˯いǄど

ၐཞが改ծƞれたこと

になります。

ᅶたƪが対ࣖいたします。

Ŧ認ၲܭ法ٟŦ

　パーキンソン病にཎ҄したリ

ȏȓリテーǷȧンȗロǰラȠ

ž.S8T�$+)（.ee SiNXeTman 

8oice TTeaVmenV）ſは、ኖᲮᡵ

間のȗロǰラȠをᨼɶႎにጮり

ᡉし行うことによって、新しい

動作のྒࢽを目指します。

　ƞらに、この病ൢに対してžӖ

け៲ſであったࢼ来のᎋƑ方が、

ᐯЎの力で改ծできるǜƩとᚕ

うž能動ႎ、主˳ႎſでЭӼき

なᎋƑ方に変ǘってくるため、

ଢらかにஒらかでଢるくなると

ᚕったјௐもᙸᡜƤまƤǜ。

ᛇしいリȏȓリ

テーǷȧン᫘୎とјௐは

こƪらの 34 コーȉから

動ဒでご覧くƩƞい。

.S8T�$+) 動ဒ

Ἒᾁ ଐࠝဃ෇Ἒᾁ ଐࠝဃ෇

ၐཞが改ծƞれたこと
ཎに

៲˳ೞ能に

改ծがǈられ

ましたᲛ

ഩ行ᡮࡇも

  改ծᲛ
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　いきいきͤࡍ᫾ではྵנ、通৑リȏȓ

リテーǷȧンとʼ護ʖ防・ଐࠝဃ活ૅੲ

ዮӳ事ಅを行っています。通৑リȏȓリ

テーǷȧンでは、必要にࣖơて利用者様

の目೅にඝった個々のリȏȓリȗロǰラ

Ƞを੩̓しています。Ʀの一つにžいき

いきフǡーȠſがあります。

・ᑶǍ᣼ᓔ作りに携ǘり、ឯԛ活動の̟ᡶ。

・᣼ᓔのӓᆫǍ൦Ǎり等でࣖ用動作に繋ƛる。参加者に感想を伺いました

いきいきファームへ参加のきっかけを
教えてください。

手先のリハビリを一通り終え、他に何か
ないかということで白石先生から提案し
ていただきました。野菜作りは楽しく、
杖を忘れるほど夢中になりました。

　通৑リȏȓリテーǷȧンに通ǘれる方のɶには、ᑶǍ᣼ᓔ作りがڤきな方が

きなЎ᣼で、៲˳能力Ӽɥ・Ꮿ活ࣱ・ᅈ会参ьへのڤ。くいらっしǌいますٶ

ૅੲに繋ƛたいという目ႎでžいきいきフǡーȠſとӸ付けたטᑸ活動をӕり

入れました。このٰ、利用者様がɶ࣎となり、ᏋてたトȞトǍȔーȞンをᙸ事

ӓᆫすることができました。

高齢者住宅に住んでいて、避難経路の
問題がありベランダ園芸ができなくな
りました。なのでここで取り入れても
らって励みになっています。

当院の通所リハビリはいかがですか？

良いです。リハビリをすると股関節の
痛みが和らぎます。マシンがいっぱい
あって、皆さん運動を頑張っています。
１人１人丁寧にみてくれます。

よくしてくれます。私に合ったリハビ
リをいろいろ提案してくれます。園芸
もそうですが、編み物をしたいと言っ
たらゲージを出してくれました。

今後の目標やチャレンジしたいことは
ありますか？

バスに乗って、一番後ろの席に座り、景
色を楽しみながら市内循環がしたいです。

担当職員はいかがでしたか？

ご自宅でも何か育てられていますか？

ȗランターのコスȢスがԵきましたᲛ

飯山 昭美 様

いきいきͤࡍ᫾でのӕりኵǈ いきいきファーム

いきいきファーム

ǷルȐーウィーǯᨂ᩿ܭ会を実施しました

リȏȓリテーǷȧンᅹ

法ܴ　主任　ႉ石 ୓፦ၲܖྸ

૟ᎊのଐのお᫢事

ራごとに行事᫢をܓ

੩̓ƞƤていたƩい

ております。

お
品
書
き

૟ᎊのଐのお᫢事

ራごとに行事᫢をܓ

ሥྸ௿᫱ٟ 主任

௥ᓶ 千春

行事食紹介

　今回、シルバーウィ―クに十分な

感染対策を講じた上で、アクリル板

越しではございますがシルバーウィ

―ク期間限定面会を開催致しました。

下関在住の方のみで 2 週間の検温記

録を提出してもらい 3 日間（9 月

19日、20日、26日）で 19名の面

会を致しました。

　患者様、ご家族様からは「直接会

えて安心した」、「孫の顔を見せるこ

とが出来て良かった」等のご意見を

いただきました。

　当院では昨年 7月 27日より面会禁止で

患者様、ご家族様には大変ご迷惑をお掛け

しております。

　感染対策をしている結果当院では職員、

入院患者様のコロナ発生 0名（10月 12日

現在）を継続しております。

　11 月 16 日より制限付面会開始し

ます。対象は入院患者様の二親等以

内で山口県在住、福岡県在住の方に

限ります。

　今後は感染状況次第では通常面会

を再開する可能性もあります。これ

からも通常面会の再開が出来るよう、

感染対策を十分に講じて参りますの

で、今後ともよろしくお願い申し上

げます。

面会場所は、当院１階に間仕切りスペースを
設置し、1 組ずつその中で面会を実施します。

さらに、対面する間に仕切り板を配置し、
感染防止対策を強化します。

避難所などで使用する間仕切りスペース

実施しました

仕切り板 →

副院長 兼 事務長

石田 憲司

秋の
いきいきファーム
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新型コロナウイルスと感染対策

ウイルスの膜を壊すことで無毒化

します。70％以上の消毒用アル

コール、0.05％以上の次亜塩素酸

ナトリウムが推奨されています。

手指消毒や手洗いが重要になるの

はこのためです。

　人は無意識のうちに 1 時間に平

均 23 回顔や髪に触れていると報

告があります。ウイルスが付着し

ている可能性がある手で顔を触れ

ると、特に目や鼻、口の粘膜にウ

イルスが付着することで、感染リ

スクが高まります。このほか、ウ

イルスが付着している可能性が高

いマスク表面を、手で触ることで

ウイルスが手に付着します。布上

では、SARS‐CoV2 は室温 30 度で

3 日間も生存すると言われていま

す。環境に付着した SARS‐CoV2 は、

数時間～数日間は感染性を失わず

に環境に存在していることが報告

されています。

　SARS‐CoV2 は、発症の 2 日前

から発症後 7～ 10 日間程度他者

へ感染させる可能性があります。

特に、発症の直前、直後でウイル

ス排出量が高くなるため、無症状

病原体保有者からも感染する可能

性があります。無症状

病原体保有者からの飛

沫を軽減させるには、

マスク着用が必要となります。マ

スクの素材や、人と人との距離間

等によってマスクの効果には違い

がありますが、一般的なマスクで

は、不織布マスクが最も高い効果

を持ちます。次に布マスク、その

次にウレタンマスクの順に効果が

あります。自分の顔にしっかり

フィットしているマスクを着用す

ることが重要です。マスクは、相

手のウイルス吸入量を減少させる

効果より、自分からのウイルス拡

散を防ぐ効果がより高くなります。

特に室内で会話をする場合は、マ

スクを正しく着用する必要があり

ます。また、屋外ならマスクは不

要ということではありません。感

染防止に必要な最低 1 メートルの

間隔を確保できない場合は、マス

クの着用は重要です。

　感染症が発生すれば、基本的な

感染予防対策以上に膨大な時間を

費やします。１人でも面倒、誰か

がやってくれるといった意識では、

いつ感染症が発症してもおかしく

はありません。基本的な感染対策

を確実に行い、継続していくこと

で感染症の発症を防止することに

繋がります。

　新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

（SARS‐CoV2）は、コロナウイル

スの一つです。コロナウイルスに

は、一般の風邪の原因となるウイ

ルスや、『重症急性呼吸器症候群

（SARS）』や『中東呼吸器症候群

（MERS）』ウイルスが含まれます。

コロナウイルスは脂質膜でできて

いるエンベロープで覆われており、

自分自身で増えることはできませ

んが、粘膜などの細胞に付着して

入り込んで増えることができます。

　SARS‐CoV2 の主な感染経路は、

咳やくしゃみ、会話時などの飛沫

が飛散して感染する飛沫感染と、

飛沫が付着し

た物を手で触

れることによ

り、手の表面

に付着したウイルスから感染する

接 触 感 染 が 要 因 と な り ま す。

SARS‐CoV2 は、皮膚の表面で約

９時間生存し、インフルエンザウ

イルスの 5 倍ほどの長さに及ぶこ

とが報告されています。エンベ

ロープの脂質膜は、アルコールで

感染対策委員長

２階病棟 看護師 主任　草宮 千春

基本的な感染対策を確実に行い、継続していくことで

感染症の発症を防止することに繋がります。

←ホームページへ

　2021 年 8 月よりＰＨＳから

iPhone へ変更致しました。ＩＣＴ

（情報通信技術）を利活用し電子

カルテの記載、閲覧出来るように

なりました。

　120 台導入し病院外でもカル

テ記載、閲覧も出来ます。また個

人情報流出を防ぐためにセキュリ

ティーも厳重に行っております。

働き方改革の一環でもあり、ＩＣ

Ｔ、ＤＸを活用することで、スタッ

フが患者様と接する時間を、より

一層保てることにも繋がります。

▶カルテを手元で閲覧・入力ができるようになった

▶カルテ確認するためにパソコン行く手間も省ける

▶院外以外でもカルテ記載が可能（院内以外はオーダーは不可）

▶夜間については電子カルテのカートも必要なく静かに移動することも出来る。

▶外出先でも内線・外線の転送が可能

▶計温・臨床検査データ・オーダ参照も閲覧可能

▶褥瘡患者等の写真を直接カルテに貼り付けできる

▶実施入力安全確認（三点認証）も可能

▶個人携帯の iPhone 保有も操作方法に慣れている

▶Zoom・FaceTime などオンライン会議も可能　　等々

　今後は音声入力、チャットなどを利用し、更なる働き

方改革を目指して行きます。

　患者様、ご家族様等にご迷惑をお掛けすることもある

と思いますが、よろしくお願い致します。

PHS から iPhone へ変更しました

副院長 兼 事務長

石田 憲司

メリットとして
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病院
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メールでのご相談 ： renkei@shimoreha.jp
相談受付

TEL : 083-232-5811 月曜日～土曜日（日曜 ・祝祭日のぞく）
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家
族
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外
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関
係
者
の
来
院

時
に
は
、
受
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時
の
検
温
・
ア

ル
コ
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マ
ス
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の
ご
協
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し
て
い
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
も
毎
日
検
温
な

ど
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク
、
マ
ス
ク

今ׅは、ᅶたƪҔၲソーǷャルȯーカー

が患者家族と᩿接ƞƤていたƩく様子

についてごኰʼƞƤていたƩきます。

　今後も患者家族の

思いを݃りชっておᎥ

きし、入院ဃ活の不安を

ӕりᨊくなどݲしでも安࣎して

入院ဃ活を送っていたƩけ

るようҔၲᡲ携ܴ一ɺと

なってӕりኵǜで参ります。
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医
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も
患
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・
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と
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際
、
テ
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沫
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シ
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し
で
対

面
し
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が
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接
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に
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意
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払
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ま
す
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退
院
に
向
け
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外
部
関
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携
を
行
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、

オ
ン
ラ
イ
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し
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ケ
ア
マ
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ャ
ー
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へ
面
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席
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退
院
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カ
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協
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ま
す
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接
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よ
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に
工
夫
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、
安
心
し
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退
院

後
の
生
活
が
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れ
る
よ
う
に
関
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い
ま
す
。

　

緊
急
事
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宣
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た
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域
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お
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ら
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の
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は
、

来
院
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慮
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い
ま
す
。
患

者
は
病
気
や
ケ
ガ
に
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患
し
介

護
が
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要
な
状
態
の
中
で
病
室

内
に
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
る

こ
と
で
内
向
的
に
な
る
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
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家
族
と
直
接
会
え
な
い
こ
と

で
入
院
中
の
ス
ト
レ
ス
や
不
安

を
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
家
族
の
顔
を
見
な
が
ら

話
を
す
る
こ
と
で
気
持
ち
の
安

定
に
も
な
り
退
院
支
援
に
繋
ぐ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

遠
方
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
家
族
や
お
仕
事
が
忙
し
く
来

院
が
難
し
い
家
族
と
も
オ
ン
ラ

イ
ン
を
活
用
す
れ
ば
簡
単
に
面

談
等
を
行
な
う
こ
と
が
出
来
る

の
も
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

入院Э᩿ᛩ

患者家族と /S9 が᩿ᛩ

リȏȓリ᪴ࢌって᳸

きし、入院ဃ活の不安を

思いを݃りชっておᎥ

きし、入院ဃ活の不安を

ӕりᨊくなどݲしでも安࣎して

なってӕりኵǜで参ります。

表紙の写真　　 旅行の際に紅葉を見つけたので撮影しました。お気に入りの一枚です。表紙の写真　　 旅行の際に紅葉を見つけたので撮影しました。お気に入りの一枚です。

手には技術、頭には知識、患者様には愛を基本理念

2P　パーキンソン病にཎ҄したリȏȓリ

�P　いきいきͤࡍ᫾でのӕりኵǈ

�P ǷルȐーウィーǯᨂ᩿ܭ会

 ૟ᎊのଐの᫢事

�P 新型コロナウイルスと感染対策

�P PHSからiPhoneへ

 ˋԧͤࡍᅹܖٻܖオーȗンキャンパス

8P Ҕၲᡲ携ܴより

患者家族にඝった

臨ೞࣖ変な対ࣖを

ƞƤていたƩきます。 患者家族おʝいが

ॖ思確認、おൢਤƪを

ᛅしていたƩくことが

できました。
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対面しています！

オンラインの取り組み

私たちのモットー！！
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